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Digitable 基礎講座　第 5 回
色相と彩度、明度：高木大輔講師
○色の三属性
色の見え方は光源や物体によって変化するが、色味とその
濃淡（鮮やかさ）や明暗の三つの要素に分解できる。これは、
色相、彩度、明度と呼ばれ、合わせて色の三属性と呼ぶ。
○カラー モデル
色はさまざまな方法で表現され、それぞれの方法は " カラー 
モデル " を基にしている。例えば、RGB カラー モデルは赤、
緑、青の 3 色の光の混合度合いによって色を表現する。
Pnotoshop では、RGB、HSB、CMYK、Lab の 4 つのカラー 
モデルを使用して色を表示できる。
○色相・彩度
Photoshop の「色相・彩度」機能ではトーンカーブで行う
ような階調のコントロール以外は、ほとんど全ての色のコ
ントロールが行えるといえる。色相・彩度・明度をそれぞ
れのスライダで調整する。トーンカーブとの組み合わせで
使用するのが基本とされているが、その際無彩色部分に色
がつくことを避けるためトーンカーブでグレーバランスを
整えてから「色相・彩度」機能を使用するとよいだろう。
○カラーバランス
シャドウ、中間調、ハイライト領域を別々に調整出来るの
で、ハイライトはブルー気味に、シャドウ域はイエロー気
味にといった具合に相反する調整を同時に行うのに適して
いる。
調整量を大きくとれば特殊効果的な使い方も出来るが、本
来は色カブリや色の偏り（色偏差）を効果的に調整するも
のだ。
********************************************************
参加者全員による “ライト二ングトーク”

（各自持ち時間 5 分）
H 講師はパノラマとクーデルカの作品紹介。作者不詳のま
まロバートキャパ賞を受賞した東欧自由化への記念碑的作
品だ。
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“DIGITABLE2011”　デジタルフォト基礎講座　第 4回
色相と彩度、明度　　　　　　　　　　　　　　　　　解説：髙木　大輔（APA会員）

▲ ▲

○色の三属性
色の見え方は光源や物体によって変化するが、色味と
その濃淡（鮮やかさ）や明暗の三つの要素に分解でき
る。これは、色相、彩度、明度と呼ばれ、合わせて色
の三属性と呼ぶ。
白や灰色、黒（＝グレースケール）は、原理的には明
度のみ区別され＊、色相を含まず彩度が 0 である。こ
のような色を無彩色と呼ぶ。グレースケール以外の色
は三属性すべてを持つ有彩色である。

　＊実際には、白や黒、グレーであってもほとんどの場合は、
　　幾らかの彩度を示すので、色の三属性を一つしか持たない
　　色とは言い切れない

■色相
色相は赤、黄、緑、青といった色味の相違である。特
定の波長が際立っていることによる変化であり、分光
スペクトル＊上の色であると言える。色相を順序立て
て円環にして並べたものを色相環 (hue circle) と言う。

　＊電磁波（光）をプリズムや回折格子といった分光器を通す
　　ことにより得られる、電磁波の波長ごとの強度の分布を（分
　　光）スペクトルという

■彩度
彩度は色の鮮やかさを意味する。物体の分光反射率が
平坦になる程、彩度は低くなる。また、色相によって
彩度が高いときの明度が異なる。

■明度
明度は色の明るさを意味する。明度の高低は、物体の
反射率との相関性が高い。

■色相環
虹色の順番「赤→橙→黄→緑→青→藍→紫」に赤紫を
加えて、リング状にならべると右図のようになる。こ
れを色相環と言う。色相環には色々な種類があるが、
この色相環は 12 色相で示している。
黄色を中心に考えると、黄色から距離が近い色相は「黄
緑」や「オレンジ」であり、逆に遠い色相は「青紫」
である。黄色と最も離れている色相は「青紫」であり、
ちょうど黄色の対向に位置している。
このように色相環の反対側に位置する二色を補色（ま
たは反対色）と言う。大まかに、赤の補色は緑になり
青の補色は黄になる。
画像の色調補正をするときは、この色相と補色との関
係がよく理解できていることが望ましい。

図 2011-48：分光スペクトル

図 2011-49：色相の連続的な変化

図 2011-50：彩度の連続的な変化

図 2011-51：明度の連続的な変化

図 2011-52：色相環（日本色研配色体系（PCCS））

図 2011-53：補色の関係

Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

カラーバランスは色カブリや色の偏り
（色偏差）を効果的に調整するものだ

▲
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今月は以上。ではまた夏休みをはさんで九月に☆　DIGITABLE 基礎講座 2011/7/16：高木大輔

■色相彩度の正しい使い方
「色相彩度」は色の３要素をコントロール出来る重
要な機能だが、実際に最も使用頻度が多いのは「彩
度」の上げ下げだろう。光の状態にもよるが、撮
影された画像は撮影時の “記憶色 ” より彩度が低い
ものが大半で、撮影画像を記憶色に近づけるため
に、全体または色別に彩度を上げる場合が多い。
「色相」は、特殊表現を除いては色別にコントロー
ルする場合がほとんどだが、マスターで部分的に
選択して色を変えるやり方もあるので覚えておこ
う。
色別では RGBCMY の６色を別々にコントロールす
ることが可能で」、黄ばんだ緑を青々させたり、空
の青だけを変えるといった使い方が出来る。その
際はスポイトツールで画像上をクリックして、調
整したい色域を限定するとより精度が上がる。一
旦クリックした後さらに＋スポイトで調整範囲を
広げたり、ースポイトで狭めたりすることも出来
る。下部のスライダー上で△に囲まれた部分が指
定色域となる。中央の濃いグレーの部分が効果が
100％反映される部分で、両端の薄いグレーの部分
は次第にぼかされて反映される。それぞれのスラ
イダーを動かして、色域を変更して調整域を絞り
込んだりする。
また濃いグレーの部分をドラッグすると、スライ
ダー全体を動かすことが出来、「編集：」で表示さ
れている選択色名も同時に変って表示される。

■調整の最終段階で有効な彩度調整
調整の最終段階で全体の彩度を調整することが大
きな効果を発揮する場合が多い。
一通り調整の終わった画像を［色相・彩度］ダイ
アログのマスターで全体の彩度を上げる。（または
下げる）
大きな明暗調整をした画像は彩度の上がりすぎ（ま
たは下がりすぎ）が生じている場合が多い。
画像にもよるが、だいたい± 8～ 10 くらいが目安
で画像のバランスが向上する。
また彩度を上げる（下げる）ことにより、RGB チャ
ンネル間のバランスが変化しピクセルの間が埋ま
るため、トーンジャンプが若干だが解消される効
果も期待できる

○カラーバランス（ショートカットは Ctrl+ Ｂ）
カラーバランス機能は補色関係の比率を調整する
ことによって視聴の微調整を行う機能で、今回最
初に述べた色相環を理解してることが重要だ。
シャドウ、中間調、ハイライト領域を別々に調整
出来るので、ハイライトはブルー気味に、シャド
ウ域はイエロー気味にといった具合に相反する調
整を同時に行うのに適している。
調整量を大きくとれば特殊効果的な使い方も出来
るが、本来は色カブリや色の偏り（色偏差）を効
果的に調整するものだ。
[ 輝度を保持する ] にチェックを入れ、輝度の変化
を最小限に抑えて使うのが基本。

図 2011-66/67/68
：カラーバランス
シャドウ 0/+24/+33、
中間調 +17/0/0、
ハイライト 0/0/+13
各領域を別々に調整した
ハイライトの黄カブリが取
れ、肌の中間調もみずみずし
く、シャドウ部も引き締まっ
たのが分かる

パレット下部の二本の色帯と、その間の色の範囲を示す「調
整域スライダー」は中央の四角い部分が効果 100％の領域を
表している。左右の濃いグレーの部分は外側に行くに従って、
なだらかに効果が薄くなる部分で、これらの領域の範囲は任
意に調整が出来る

　　　　図 2011-65：色相・彩度の「調整域スライダー」　　　
　　なだらかに効果が薄くなる領域
効果 100％の領域（※どちらも調整可能）
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NY さんは塩釜、石巻での被災地写真報告。
KT さんは下町やレインボーブリッジでの作品。
SY さんはニンテンドー DS3 よる 3D カメラの紹介。
ST さんはキャノンとパナソニックでの画像比較。
YA さんはアメリカの写真集 Skin の紹介。
久々参加の FS さんは 80 歳の女性が始めて撮った作品。
MM さんは一年前の作品から日本の元気について。
KS さんはパノラマの習作。
IF さんは野川の 6 月の作品から
KK さんは高台の自宅から撮影している雷の写真など。
…
********************************************************
Photoshop 研究講座　平野正志　講師

「肌色の研究」

綺麗な肌色って、どんな色だろう？
これを調べるためにカラービッカ―で表示された色の数値
を比較してみる。
SILKYPIX での標準から記憶 1 への変化では、あまりに鮮や
か過ぎるという印象をうまく抑えて記憶 2 に落ち着かせる
という、心理的な部分を捉えているようにも感じる。
美肌は意外と大きくは動いていなさそうだが、やはり標準
から少し左横にずらし、鮮やかさを押さえることで美白を
狙うようだ。美肌２，３はそこからやはり少し戻して標準に
近いところで、やはり白肌をとらえてはいるように見える。
フォトショップエレメンツにはフォトショップにない「肌
色補正」がある。
スポイトでクリックするだけで自動調整できるが、さらに
調整したい場合には下のバーで「日焼け色」の調整、「赤み
の調整」ができる、その下には「色温度」もある。
フォトショップには肌色調整がない。
エレメンツ同様に肌色の実を修正するには選択範囲を作る
よりなさそうだ。いくつか方法を試してみたが、結論とし
て、フォトショップ本体であれこれ苦労するよりはエレメ
ンツでの調整の方がずっと効果的で楽であるような気がす
る。通常、エレメンツに新機能が先に掲載され、その後フォ
トショップ本体にも掲載されるようなので、近々この機能
も盛り込まれてくるのかもしれない。
美肌色自体は元になる色の近辺で、より彩度を落として白
く見せ、明度も明るくより白く見せているのが分かる。
フォトショップでの対応を望むところだ。
********************************************************

中央は H ３３　S ３８　B ８５を H ２５　S ２８　
B ９２に変更。H を大きく変えたので赤味が増える。
右は H ３２　S ４０　B ８３を　 H ３０　S ３０　
B ８２に変更。微妙な変化だが H は少し赤傾向に、
彩度は白方向に修正している。これで肌色も自由
になるようだ。
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フォトショップエレメンツでの調整

のご指摘があったので、エレメンツ

でも試してみる。画像を開き８ビッ

トに変換して、画質調整→カラー→

肌色補正を選択する。スポイトツー

ルを肌の部分に合わせてクリックす

ると画像の肌色が変更された。

この写真の場合には黄色味がとれて

赤みが増したように見える。

スポイトでクリックするだけで自動調整できる

が、さらに調整したい場合には下のバーで「日

焼け色」の調整、「赤みの調整」ができる、そ

の下には「色温度」もある。

目で見ての調整で数値は表示されないので、試

しに日焼け色を中間から左、明るい方にずらし

てみたものと、赤みを薄い左に半分移動したも

のを作ってみる。

スライダーを半分だけ左に移動してみる。

日焼け色の黄色が抜けるためか、赤みが強

く浮き上がってくる。（日焼け色の黄色が

抜けたということだろうか。）

赤味のスライダーを左に半分動かす。赤味

がとれ黄色味が目立ってくるようだ。（こ

ちらは逆に赤味を取ることで黄色味が増え

たようだ。）

スポイトを基準に上下に調整をするように

見える

日焼け色の調整

赤味の調整

≪フォトショップエレメンツ≫

　フォトショップにない「肌色補正」がある。

フォトショップエレメンツにはフォトショップに
ない「肌色補正」がある
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エレメンツやシルキーピックスでの検証で分かったことは、極論すれば「ターゲッ

トとした肌色に対して赤味と黄色味を増やしたり減らしたり、彩度を落として白に

近付け、明るさも明るく修正すること」で美白を作ろうとすることのように思える。

フォトショップ本体には肌色に特定した機能はないが同様なことができないかの方

法の一つとして色の置き換えを使用してみる。

カラービッカーはスポイトでターゲットとなる部分をク

リックするとその色を描画色として取り込んでくれる。

描画色のマスをダブルクリックすれば、カラービッカー

が現れて数値的に色の修正も可能だ。色の置き換えでも

カラービッカーを使用するので、これを利用する。

まず元画像の肌の色を収集す

る。

次にイメージ→色調補正→色の

置き換えと進み、現在の色を選

んで許容範囲で選択範囲として

調整する、加えてスポイトの＋

－で選択範囲を微調整する。置

き換えでは色相、彩度、明度の

調整をスライダーでできるが、

横にあるマス目の色を（ここま

では元の色）ダブルクリックす

ると再びカラービッカーが現れ

る。この状態では数値を確認し

ながら調整が可能となる。

中央は H ３３　S ３８　B ８５を

            H ２５　S ２８　B ９２に変更。   

H を大きく変えたので赤味が増える。

   右は H ３２　S ４０　B ８３を

      　  H ３０　S ３０　B ８２に変更。

微妙な変化だが H は少し赤傾向に、彩

度は白方向に修正している。

これで肌色も自由になるようだ。

今月の 1 枚：H 講師によるその日撮りたてのパノラマ！


